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第 1章　近世天草への唐船漂着と西海地域
―石本家文書を中心に―
荒　武　賢一朗
はじめに
　本稿は、文政 5年（1822）12月に肥後国天草郡牛深沖で起こった唐船（中国船）漂着一件に関する事
実経過と、それに対応する地元住民の動向に注目して、分析を深めたい。今回の主要な対象地域となる
天草諸島を含む九州地方は、日本の西海地域に位置し、広くアジアとの交流の窓口になっており、海運
史の観点だけをみても多くの研究が蓄積されている。
　最近活発になっている東アジア文化交渉学でも、唐船の往来に関しては大きな注目が集まっている。
その深化する研究の第一人者、松浦章は唐船に関する多くの分析を手がけているが、とりわけ近業では
情報や接触という日本に来航する中国船と日本人の直接交流に焦点を当てて論じている1）。また、本稿が
取り上げる天草の唐船漂着では、当地に残された記録から近世後期の天草郡崎津村の漂着船一件に関す
る興味深い事実が明らかになっている2）。松浦の著した天草の唐船漂着に関する論考は、史料集などで事
実関係は紹介されてきたが、近世という長い時代のなかでどのような経過を辿ったのかという特質をと
らえた。
　この貴重な先行研究を参考にしながら、文政 5年の牛深での唐船漂着一件を分析していくことにした
い。このテーマを選択する理由は、以下の 2点である。
　第 1は、なぜ文政 5年という時期に注目するのか。これは、日本において一般的に広く知られている
異国船打払令（無二念打払令）が文政 8年（1825）に発布されていることに関係する。この江戸幕府が
出した法令は、主として欧米諸国の船舶を対象としたもので、清・朝鮮、そして琉球の東アジア諸国か
らの商船については対象外であった。もちろん、公儀を運営する江戸当局や諸大名家の上層部ではその
ような方策の意図が理解されていたであろうが、漂着船を目の当たりにする沿岸部の地域住民や地方役
人にとって共通認識があったのかは疑問である。その点で、松浦章編著『文政十年土佐漂着江南商船蔣
元利資料―江戸時代漂着唐船資料集七―』（関西大学東西学術研究所資料集刊十三―七、関西大学
出版部、2006年）の史料と、その分析（同書解題）は大変参考になる。この研究で取り上げられた土佐
 1） 松浦章『江戸時代唐船による日中文化交流』思文閣出版、2007年。同『海外情報からみる東アジア―唐船風説書
の世界―』清文堂出版、2009年。同『近世東アジア海域の文化交渉』思文閣出版、2010年など。
 2） 松浦章「江戸時代後期における天草崎津漂着唐船の筆談記録」（荒武賢一朗ほか編『周縁の文化交渉学 2　天草諸島
の文化交渉学研究』関西大学ICIS、2011年）。
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国では、それに先立つ文化 5年（1808）に唐船漂着を経験しているが、文政10年は打払令発布後であっ
たため、発生直後の地元では前回（文化 5年）と同じように問題の処理を実施してよいのか、上層部へ
の確認作業をしている。結果として上記の通り、清国の商船は打払令の対象外であるので、前回と同様
に救出および長崎への曳航という手順で対処した。近世後期に限らず江戸時代全般を通して、日本の政
治体制のなかで外国船への対応は絶えず意識されてきた政策のひとつだが、とくに異国船打払令発布前
後の漂着船対策は事例を蓄積しながら、個々の状況を把握することが必要だろう。これらの蓄積によっ
て、近世後期から幕末期にかけて日本がどのような対外政策・意識を持っていたのかを明らかにできる
はずである。
　第 2は、唐船漂着を契機として、近世における天草諸島の地域がどのような状況にあり、その政治・
経済・社会の関係性がどのようなものだったのかを追究したい。近世天草の地域行政や社会的諸関係に
ついては、戦前からの非常に分厚い研究史が存在し、近年では本戸組大庄屋史料である木山家文書を主
たる素材とした、『近世地域社会論』という成果が世に送り出されている3）。この研究テーマから、天草
の10名の大庄屋、約80名の庄屋たちの日常的活動、そしてこの地域に住み暮らす人々の実像が描かれて
いる。その一方で、このような地域行政の仕組みと経済の関係は、思ったほど明確にはなっていない。
近世天草の経済史的考察も、三大銀主（ぎんし）のひとつ、石本家の経営を中心に、たくさんの労作4）
が編まれているが、「天草の地域経済イメージ」という観点からすると、「長崎の後背地」や「人口に比
べて耕地面積が少ない」などの消極的印象が否めない。しかしながら、本稿で明らかにするように決し
て天草は経済的に「後進」ではなく、西海地域を構成する大きな存在であったと主張できるはずである。
その点は、これまで多くの研究者が注目してきたことに実証されるし、今回の成果を含めて日本経済史
における天草の存在を改めて論じるべきであろう。
　それでは、文政 5年の唐船漂着一件を中心に論を進めていこう5）。
1 　文政 5年天草牛深沖の唐船漂着
　文政 5年12月 7 日、天草下島の牛深湊に近い小瀬戸口で 1艘の唐船が難破した。その船の牌主は南京・
范繼宗で、船主は譚竹菴であった（積銀高95貫目）。本来ならば、同年（午年）中に長崎へ入港するはず
であったが、この牛深漂着によって、実際には翌年（未年）3月23日に長崎入津となり、「割符留帳」で
 3） 渡辺尚志編『近世地域社会論―幕領天草の大庄屋・地役人と百姓相続―』岩田書院、1999年。
 4） 近世天草研究の基礎となっているのは、『九州文化史研究所紀要』 2（天草諸島の史的研究）1952年、および『九州
文化史研究所紀要』 3・ 4 合併号（天草諸島の史的研究続編）1954年に収載された論考である。また本稿でも取り
上げる石本家の研究をリードしているのは、安藤保「近世後期石本家と薩摩藩の関係について」、楠本美智子「近世
中期の天草石本家の経営」、宮崎克則「豪商石本家と人吉藩の取引関係」（いずれも『九州文化史研究所紀要』45、
2001年）などである。この 3本の論文は、現在の石本家文書に関する研究成果を集約したものであり、本稿も大き
な示唆を受けている。
 5） 本稿における史料引用および参考史料は、九州大学附属図書館附設記録資料館九州文化史資料部門所蔵石本家文書
である。石本家は、肥後国天草郡御領村に居所を構えた商家である。詳細は注 4）前掲の諸論考に詳しい。
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は「午八番船（午別船）」とされた6）。
　12月 7 日の難破から、すぐさま天草の外国船対応を行う遠見番所などの諸役人、そして大庄屋や庄屋
たちが救助活動に携わることになる。
表 1　文政 5年12月～同 6年 1月の唐船救助活動
期　　間 項目 数　　量 備　　考
文政 5 .12
人夫
のべ 3185人 最大  690人
文政 6 . 1 のべ 8989人 最大 1570人
文政 5 .12
大工
のべ  177人 最大  120人
文政 6 . 1 のべ  184人 最大 　20人
文政 5 .12～ 6 . 1 水練 のべ 1965人 最大  102人
文政 5 .12 大船 　　　20艘
文政 5 .12
小船
のべ 1541艘 初日161（最大）
文政 6 . 1 のべ 1468艘 うち鰹舟、小船
文政 5 .12～ 6 . 1 苧 362斤
文政 5 .12～ 6 . 1 綱 80筋（＋100斤）
出典）石本家文書1417「諸色渡方書出帳」
　表 1は、救出活動の初期段階で投入された人員、船舶、諸道具を一覧にしたものである。このときの
詳しい作業内容は明らかではないが、最初に展開された活動の一端として、その数字を挙げた。大船、
小船の利用は初発からみられ、とくに初日（12月 7 日）の小船は 2ヵ月間のなかで最大の161艘となって
おり、総計では3000艘近い利用が看取できる。また、救助に欠かせない人的活動も顕著であり、諸作業
に従事した思われる人夫はのべ 1万人以上（ 1日あたり最大で1570人）のほか、大工や水練の参加も窺
える。水練とは、素潜りをして海産物を採取する漁師たちのことを指す。このようにして、地元を中心
に人々や船舶、道具類が調達されている様子が知れよう。
　人員、船舶と並んで救助活動には「さきだつもの」が必要である。もちろん、これは資金および食糧
となる。後述するように費用は江戸幕府（長崎奉行所）が全面的に拠出するが、奉行所および代官所役
人が地元において早速に大金を動かすことは難しい。そこで、ひとつの手立てがみえてくる。次の文書
は、長崎奉行所役人が文政 5年12月晦日に認めたと思われる書付である。
【史料 1】7）
　　　午十二月晦日於牛深村御代官より直ニ被仰渡
一　米五百俵　　　　松坂屋勝三郎
　　銭三千貫文
右者当所小瀬戸口ニ而沈船ニ相成候唐船浮方并荷物取揚方、唐人賄方多分之入用相掛、書面之通米銀高
持出候段寄特之事候、然上者当所ニ会所相定日々詰切諸勘定見届、庄屋共申談吟味いたし遣払可致候、
 6） 大庭脩編著『唐船進港回棹録　島原本唐人風説書　割符留帳―近世日中交渉史料集―』関西大学東西学術研究
所、1974年。
 7） 石本家文書1434「唐船方出銀勘定帳」。
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無益之儀も有之者自分旅宿江可申出候、尤掛庄屋共江も可申渡置候、此度者非常御用之儀、異国人江之
外聞も有之手当筋ニ付格別厚く出情可相勤候、
　　午（文政 5）十二月
　天草郡御領村の松坂屋（石本）勝三郎は、この唐船漂着一件で主導的な役割を果たす中心人物である。
その石本家から、今回の唐船浮方、船舶からの荷物取り揚げ、さらに乗組員であった唐人にかかる滞在
費用などに使う名目で米銭が提供された。銭は金子に換算すると約750両という巨額の資金であり、天草
における有数の資産家だった石本家にとっても決して簡単に工面できるような金額ではなかろう。しか
し、表 1で明らかなようにこの一件には多くの労力が投入されており、初期段階から巨額の費用がかか
るのは当然で、地域のなかで「持てる者」が少なからぬ拠出をするのは半ば義務ともいえた。
2 　浮方に従事する大船の調達
　唐船救出一件に主体的な働きをした石本家には、一連の経過を示す諸史料が多く残されている。その
石本家文書をもとに、文政 6年（1823）正月初旬の様子を整理しておきたい。その前提として、前年末
からこの正月にかけての救助船の状況を表 2に示した。
表 2　文政 5年12月～ 6年 1月の大船作業
所在地 船　名 積高（石） 出帆日 作業時期 作業日数 賃銀（匁）
牛深
神徳丸 120 12/16
12/23～ 1 / 4 16 630
1 / 9 ～ 2 / 4 （11） 420
住吉丸 130 1 / 9 1 /11～ 2 / 4 10 455
千寿丸 200 ― ― 10 700
海力丸 230
12/16 12/16～ 1 / 8 23 805
1 / 9 ～ 2 / 4 （25） 875
2 /10～ 3 / 3 （25） 875
大島 栄松丸
200 12/15 12/17～ 1 / 5 19 1,330
200 ― ― 10 700
御領 栄幸丸 400 1 / 3 1 / 8 ～ 1 /18 10 1,400
富岡 福寿丸 500 12/13 12/17～ ― ―
石見 住吉丸 500 ― 12/28～ 1 / 1 4 700
肥後
久吉丸 300 ― ― 10 1,050
（大豆船 2艘） ― ― （1 / 3 ・ 1 / 4 ） 2 227
肥前 観音丸 200 ― ― 10 700
薩摩
（不明） 300 ― 1 / 8 ～ 1 /18 11 1,155
大福丸 300 12/16 ― 10 1,050
福寿丸 400 1 / 3 （ 1 / 8 ～ 1 /18） 20 1,800
壱岐 長久丸
600 ― ― 10 2,100
600 ― ― 10 1,560
大坂 徳吉丸 250 ― ― 875
堺
富吉丸 650 1 /11 1 /14～ ― ―
七福丸 700 1 /12 1 /17～ ― ―
神栄丸 850 1 / 8 1 /11～ ― ―
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阿波 （不明） 500 ― 12/28・12/29 2 350
伊予 久寿丸 650 1 /11 1 /17～ ― ―
（北国） （不明） 700 1 / 3 1 /17～ 1 /20 ― ―
（不明）
灘吉丸 700 1 / 3 1 /17～ 1 /20 ― ―
永幸丸 120 12/16 12/28～ 1 / 1 4 168
大徳丸 400 ― 1 / 8 ～ 1 /18 11 1,540
海力丸 600 12/16 12/17～ ― ―
千手丸 250 ― 3 /10～ 4 / 5 ― 875
（不明） 200 ― 12/17～ 1 / 1 15 1,050
計 28艘 23,290
出典） 石本家文書1417「諸色渡方書出帳」・1474「唐船方牛深書出」・2794「於牛深浦難
破唐船御入用御勘定目録」
　この表 2は、いわゆる「大船」として扱われている船舶の作業状況を明らかにしている。船名（所在
地が分かるものは船名の前に地名を掲載）・積高・牛深へ向けて出帆した日付・そして浮船の作業時期、
といった順番にまとめた。この一覧表では28艘が確認でき、さきの表 1の「大船20艘」よりもやや数字
が大きい。前半に掲げた牛深・大島・御領・富岡は天草郡内の廻船である。石見より下段に示されたの
は天草以外の船舶であった。
　前年末より引き続き、漂着現場および牛深湊周辺では、①「浮方」、②「荷物取揚」、③「唐人賄方」
が行われている。そのうち、①と②にかかわる唐船そのものの救出活動は元旦より実施された。元旦か
ら 3日にかけて、牛深では「汐時」に磯辺側に唐船を引き寄せる作業をしていた。加えて、②の仕事で
は、「日々水練をもって荷揚げ」という記述があるので、水練を雇って唐船から荷物を搬出していること
も理解できる。
　浮方や荷物取揚には小船や水練だけでなく、多くの荷物を輸送可能な大船が不可欠である。牛深で現
場見分をした長崎の役人たちが記した状況と、大船の雇い入れに関する記述を紹介しておこう。
【史料 2】8）
（帯封）「長崎行被仰付候節御奉行所江之御添書写」
　以切紙致啓上候、弥御安全被成御勤珎重ニ奉存候、然者破船唐船より取揚候品々、別紙
　仕訳書之通積廻候ニ付、先船之方江船主代唐人壱人・僕唐人三人為乗組、作右衛門手代
　足軽当郡地付遠見番壱人為乗組、尤御役所附牧宗四郎為差添、別船ニ而差立申候、
一工社唐人之内、拾四人差廻方願出候ニ付、別船弐艘仕立、右工社共弐艘江割合為乗組、勿論濡荷其外
共前書仕訳之通、都合三艘江積入、一同今六日当湊出帆申付候、着船之上御届可申上旨申付遣候間、
万端宜御差図可被下候、
一唐船浮方ニ相用候大船之儀、牛深村ニ而茂所々承合候得共、近浦々ニ居合不申、近国之方をも吟味い
たし居合候ハヽ、雇入候積手当申付置候、且又唐人共より茂大船浮ケ方之儀申立候趣通事共申聞候間、
若長崎表ニ七、八百石より千石位之廻船居合候ハヽ、牛深村江四艘相廻候様仕度、此度幸手代共唐人
附添長崎表江差遣候ニ付、浮ケ船雇方之儀申遣候間、其筋江御達御座候様仕度奉存候、
 8） 石本家文書1463「長崎行被仰付候節御奉行所江之御添書写」。
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右之段宜被仰上可被下候、以上、
　　（文政 6）　正月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡邊啓次郎
　　　　　今井十左衛門様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木作右衛門
　　　　　久保田忠左衛門様
　追啓、破船唐船浮ケ方之儀、追々申上候通精々手当仕、当月朔日より三日迄之汐時ニ而引寄候処、少々
者浮上引寄候得共、未磯辺江弐拾四間余有之、船尾海底江当り海深相量候処、四尋余ニ而引汐之砌者
唐船垣立出候得共、船下ニマキリ尾有之候故、片向キ候方ハ垣立少茂相見江不申、何分汐留手当出来
不仕、且水練を以船底相改候処、船尾打破有之旨申之候得共、未荷数多殊ニ水中之儀弥右之通御座候
哉、何連此上積荷之分不残取揚　候上ならてハ見様難相成奉存、日々水練を以荷揚仕候儀ニ付、何分
捗取不申儀ニ御座候、
一右荷揚大躰相済候ハヽ、尚又浮ケ方手当仕申上候様可仕候、
一浮方ニ相用置候小船、当時不用ニ付早速右船ヲ以本文濡荷等積廻候儀ニ御座候、
一唐船浮候砌相用候引綱之儀、当村ニ有合、又ハ廻船之綱相用ひ、是迄引寄方仕候得共、余程丈夫ニ無
之候而者難相成、毎々引寄候砌綱切候を唐人共及見居、此節館内唐人共江綱之儀申達、丈夫之綱取寄
候趣ニ御座候、右ニ就而者唐人共好通之大船茂相雇度、先達而より所々吟味仕候得共、大船居合不申
当郡有合之六百石積船壱艘、五百石積壱艘、其外小船等相用来、尚又此節近国辺吟味申付置候、何分
大船手ニ入兼候間、宜御取計可被下候、以上、
　ここでは正月 6日現在で、牛深の現場を実際に勘案した長崎役人たちの想定が詳しく書かれている。
とりわけさきに示した①～③の救出活動について大枠を提示しているので、問題となっている内容は多
岐にわたる。そのなかで、浮方作業に重要な大船の雇い入れに関して注目してみたい。
　右の文面で大船調達は至急実行したいとの意向がにじみ出ている。だが、要約すると、①現在のとこ
ろ牛深周辺では適当な船が見つからない、②近国（天草諸島を含みながら、長崎・有明海沿岸・薩摩な
どの西海地域全体）に対象地域を拡大して大船を探す、③もし長崎で700～1000石積の廻船が滞在してい
るならば 4艘ほど早速に手配したい、④唐人たちの意向も尊重し大船雇い入れを実施したい、⑤当座600
石積 1艘、500石積 1艘を使用したいがこれもなかなか見つけることができない、といったところであろ
うか。いずれにしても、長崎の役人側では早急に作業で必要不可欠な大船の調達を行いたい意向を示し
ていることがわかる。
　役人たちが大船調達について意見交換をしていた翌日、長崎椛嶋（樺島）町の問屋、天草屋善次郎の
手配によって、富吉丸と神栄丸の 2艘が確保できた。いずれも 2月末日まで（ 3月以降は日割り計算で
延長あり、と記す）で、 1石につき銀 3匁 7分の契約であった。
【史料 3】9）
一　堺糸荷廻船
　富吉丸　　　船頭千蔵
　　　　　　　水主八人
 9） 石本家文書1458「〔覚〕」。
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　但七百八拾石積　〆九人
一　堺糸荷廻船
　神栄丸　　　船頭徳右衛門
　　　　　　　水主拾壱人
　但九百七拾石積　〆拾弐人
右之通手当仕置申候、此段申上候、以上、
　未（文政 6）正月七日　　　　　　　　　　　　天草屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　善次郎（印）
　天草屋の手配した 2艘はいずれも堺の糸荷廻船であった。富吉丸は650石積で堺の酢屋嘉兵衛所有、今
回契約した運賃銀は 2貫405匁である。同船はこのとき佐賀領内で米穀を積み受けていたところ、天草屋
から「御借船」の依頼が届き、それを承諾して天草へ向かったとされる。一方の神栄丸は、850石積で同
じく堺の海部屋とみが所有する廻船だった。積載高が富吉丸よりも大きいことから、運賃銀は 3貫145匁
であり、当時長崎に滞在していたところに「御借船」の依頼を受けたものと思われる。その詳しい内容
は次の史料で明らかにされている。
【史料 4－ 1】10）
　　　一札之事
神栄丸
一弐拾四反帆八百五拾石　　但拾弐人乗
　此運賃銀三貫百四拾五匁
　　但壱石ニ付三匁七分積リ
　右者私乗船、此節天草牛深唐船沈船場御用ニ付御借船ニ相成候ニ付、右御用中相勤於同所唐荷物積請、
御当所江相廻シ候迄之運賃銀一式書面之高ニ而御請負申上候付而者、於　場所御用中出情相勤候儀者
不及申上、唐荷物積請被　仰付候ハヽ、別而入念相勤可申候、御用中私并水主共儀者自分賄仕、御増
銀等之義決而御願申上間敷候、尤二月中御借船ニ相成候見当を以書面之銀高ニ而御請申上候儀ニ付、
三月ニ相懸リ候儀も候ハヽ、右銀高日割を以御増方被　仰付度奉願上候、此段以書付申上候、以上、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堺海部屋とミ船沖
　　未（文政 6）正月八日　　　　　　　　　　　　　船頭　徳右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問屋椛嶋町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天草屋善次郎
　　船御改方
【史料 4－ 2】
　　　一札之事
富吉丸
一弐拾弐反帆六百五拾石　　但九人乗
10） 石本家文書1454「一札之事」。
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　此運賃銀弐貫四百五匁
　　但壱石ニ付三匁七分積リ
　右者私乗船、佐嘉領江米為積請差廻シ置候処、此節天草牛深唐船沈船場御用ニ付御借船ニ相成候旨被
仰付奉畏候、早速彼地より天草江相廻シ、右御用中相勤於同所唐荷物積請、御当所江相廻シ候迄之運
賃銀一式書面之高ニ而御請負申上候ニ付而者、於場所御用中出情相勤候儀者不及申上、唐荷物積請被
仰付候ハヽ、別而入念相勤可申候、御用中私并水主共儀者自分賄仕、御増銀等之義決而御願申上間敷
候、尤二月中御借船ニ相成候見当を以書面之銀高ニ而御請申上候儀ニ付、三月ニ相懸リ候儀も候ハヽ、
右銀高之日割を以御増銀被　仰付度奉願上候、此段以書付御請申上候、以上、
　　未（文政 6）　 　　　　　　　　　　　　堺酢屋嘉兵衛船沖
　　　正月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　船頭　千蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問屋椛嶋町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天草屋善次郎
　　船御改方
　正月11日になると、右の 2艘に加えて、新たに 2艘が唐船浮方に投入されることがわかる。
【史料 5】11）
一筆啓上仕候、弥御壮健被成御勤珎重奉存候、然者昨日富岡飛船便より書面差出御掛合仕候、未松嶋口
より六百五拾石積船壱艘借請、福田迄乗廻し昨夜罷帰候ニ付、早速出帆手数相願今日差廻申候、昨日之
書状御掛合申上候堺船七福丸之儀者今日迄荷物水揚相仕舞候積リニ而今晩より明朝迄ニ出帆取計可仕積
ニ御座候、則惣借船運賃取極書左之通御座候、委細者昨日出状仕置候ニ付略仕候、
右之趣宜被　仰上可被下候、以上、
　　　（文政 6年）正月十一日 　　　　　　　　　　　　　　　　　松坂屋勝之丞
　　　長岡嬉七郎様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従長崎
　　　　乍憚口上書
正月八日出帆　　　　　　　　　　　　　　堺海部屋とみ船
一　神栄丸　弐拾四反帆沖船頭徳右衛門
　　　　但八百五拾石積
　　　此運賃三貫百四拾五匁
正月十一日頃佐嘉
ママ
出帆之積　　　　　　　　堺酢屋嘉兵衛船
一　富吉丸　弐拾弐反帆沖船頭千蔵
　　　　但六百五拾石積
　　　此運賃弐貫四百五匁
11） 石本家文書1455「書状」。
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明十二日迄ニ出帆之積　　　　　　　　　　堺河部屋門蔵船
一　七福丸　弐拾弐反帆　沖船頭八兵衛
　　　　但七百石積
　　　此運賃弐貫五百九拾目
今十一日出帆為仕候　　　　　　　　　　　予州松山領問屋町
一　久寿丸　拾六反帆　　　　　　　　　　　　沖船頭善蔵
　　　　但六百五拾石積
　　　此運賃弐貫四百五匁
　合銀拾貫五百四拾六匁
　　　　　　但百石ニ付三百七拾目之極
　　此五分銀五貫弐百七拾弐匁五分
右者天草牛深唐船難船場御用ニ付、書面之船々来ル二月迄御借入ニ相成候、運賃銀五分通此節御前渡被
成下度奉願候、以上、
　　未（文政 6）
　　　　　正月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船頭徳右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　千蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　八兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　兵蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右船問屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天草屋善次郎
　富吉丸、神栄丸に続いて天草へやってきたのは、七福丸と久寿丸である。これも前者は堺の河部屋門
蔵、後者は伊予国松山領内の者が所有する廻船であった。ここで 4艘となった牛深難船場御用の廻船は、
運賃銀（総額銀10貫546匁）の半分を受け取り、翌月までこの仕事に従事することになったのである。言
うまでもなく、 4艘は天草諸島および西海地域で帆走していた商船であったが、いずれも船籍地は堺と
四国の松山だった。それは偶然の結果に過ぎないかもしれないが、九州西岸部において地元廻船以外の
船舶が数多く往来していること、つまり当地が他地域の商人や船主から取引相手として注目を集めてい
たと想定できよう。
　ひとまず難船場御用の文政 6年正月段階においては、長崎役人とその意向を受けた問屋天草屋善次郎
が主体となって近隣地域を含めた広い範囲で大船確保の交渉を行っていた。この長崎や有明海、東シナ
海沿岸で航行する船舶への依頼は数日間のうちに急展開をしている。これには、天草屋の影響力の行使
があり、その実力と商売関係の広がりを評価すべきであろう。しかしながら、最も注目すべきであるの
は、初期段階で「御借船」に応じた船はいずれも堺や伊予の船主が所有するものだった。この事実は、
唐船救出活動はもちろんだが、天草周辺の海域において航行する廻船がどこからやってきたのかを知る
手がかりとなる。
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3 　救出作業とその費用
　前節では、大船の調達を中心に述べてきたが、以下ではこの救出作業の全貌をできうる限り明らかに
していきたい。その内容については表 3にまとめている。
表 3　午八番船救出作業の概要
内　　容 員　　数 費用（単位：匁）
大船 26艘 46,570
小船 1303艘 51,636
浮船 282艘 3,915
挽船 3824艘 66,461
反物洗水取船 6艘 45
水練 2285人 27,420
79人 948
大工 1520人 5,320
桶工 96人 336
人夫頭 1442人 3,460
人夫 25354人 32,960
泥揚夫 773人 2,319
人夫飯米 177石 4 斗 7 升 8 合 （209,886）
泥揚夫飯米 15石 5 斗 5 合 1,085
唐人旅籠代銀 （のべ）6394人 35,167
唐人荷物蔵 3ヵ所 720
唐船取揚荷物小屋 1軒 1,503
竹 590本 472
酒樽 408挺 775
計 490,998
出典）石本家文書1471「御直書写」
　これはさきに挙げた表 1の内容を含めた、この救出作業にかかる人員・船・米・蔵所・宿所・道具類
に関する情報を一覧化したものである。また、それに合わせて費目ごとに経費の表示がなされていると
ころも重要であろう。この時点で総銀高は、500貫目弱の数字がはじき出された。
　最初に我々の目に飛び込んでくるのは、大船・小船をはじめ多くの船舶が使用されていることだ。単
価割りすると、大船の費用が目につくが、最も費用がかかっているのは挽船である。これは長崎までの
曳航に資するものも含まれる。人的負担については、一般的な労務に就くと思われる人夫がのべ25000人
と抜きん出ている。さらに、水練・大工・桶工などの専門的職人もかなりの人数に及ぶ。実際には彼ら
の活動が不可欠であり、このような動員がなければ長期にわたる作業が維持できなかったことも頷ける。
とりわけ、初期の仕事において水練の動きが重要であったと考えられるが、これには以下の記述に注目
したい。表 3の基礎史料には水練の項目に付記があり、「是ハ十二月七日唐舟難破之頃より二江村水練共
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牛深表江鮑取ニ罷越居合候ニ付早速雇入日々舟中荷物為取揚候分」とあった12）。つまり、唐船が難破した
ときに、ちょうど牛深にアワビ取りに来ていた二江村（現・天草市五和町二江）の水練たちがおり、彼
らを雇い入れて唐船にあった積荷の引き揚げをした。この事実は、唐船救出の内実を物語ることとして
興味深い。さらには、牛深と二江は同じ天草下島であるものの、島の南端に位置する牛深と、有明海沿
岸で北端にある二江がこのような形に結びつくという事実が窺えた。二江は、その沖合にある通詞島と
並んで現在でも潜水漁法が有名な土地柄だが、ここではその歴史的一端が明らかになるとともに、二江
水練集団が天草において広範囲な活動を展開していたことを裏付ける。
　その他、25000人にも及ぶ人夫の飯米代銀が費用の 4割を占めることに、この作業の規模の大きさを知
ることができる。また、唐船の乗組員の宿泊代、および積荷の保管に関する費用も計上されていた。乗
組員たちが滞在していた旅籠については、牛深湊であろうことが予想されるが、史料には 1人あたり 1
日銀 5匁 5分で、続けて「是ハ十二月七日より未三月廿五日唐舟引渡相済候処、唐人宿并舟中賄共延日
数ニいたし書面之通御座候」との記述がある13）。この内訳は、当初の12月 7 日から 1月10日までが94名、
1月11日から29日が76名、次いで44名、35名と減っていき、長崎への移動が終了する 3月14日から25日
の間には 5名となった。これらの詳細は不明だが、乗組員たちは作業が進むにつれて順次長崎へと送り
出されたものと考えられる。船員たちの動向とともに積荷の搬出も気になるところである。この積荷は、
荷物蔵 3ヵ所および荷物小屋 1軒において一時的に保管された。蔵や小屋の所在地は明らかではないが、
これもおそらく牛深湊および周辺地域であろうことが推察できる。
　繰り返しになるが、大がかりな救出作業には当然の如く巨額の資金を必要とする。文政 6年 2月、こ
の運転資金の最大の拠出者であった石本家は、長崎代官所に対して願書を提出した。
【史料 6】14）
　　　　乍恐奉願口上之覚
私儀、牛深表唐船難破御入用銀立替之儀被　仰渡、是迄出銀仕候処、不斗私手元ニおいて行違之儀出来
仕、当座之出銀相重り甚難渋仕候間、右出銀之内此節御はり掛りを以銀高百三拾貫目長崎会所より御下
渡相成候様被為　仰立被下置候ハヽ、当難相凌難有仕合奉存上候、依之此段以書付奉願上候、以上、
　　　未（文政 6年）二月　　　　　　　　　　　　　　　　　松坂屋（石本）勝三郎（印）
　御役所
　これによると、勝三郎は前年末以来、引き揚げ作業に関わる経費の立て替えを命じられて出銀をして
きた。しかし、自らの経営において支出が重なったため、これまで出銀していたうちの130貫目を長崎会
所から下げ渡してほしいと申し入れたのであった。
　地元天草における最大の出資者である石本家に対して、長崎代官の高木作右衛門は次のような文書を
記している。
12） 石本家文書1471「御直書写」。
13） 前掲注 12）史料。
14） 石本家文書1485「乍恐奉願口上之覚」。
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【史料 7】15）
私御代官所肥後国天草郡御領村勝之丞（引用者注・勝三郎の実父）儀、此節牛深表難船唐船ニ付一式諸
入用立替差出方申付、本人相詰米銀其外共差出方出精いたし相勤候処、長崎会所江願筋有之、出崎之儀
願出、当所之処手放候儀茂難仕候得共、無拠趣ニ付此節出崎申付候可相成筋ニ御座候ハヽ、願之趣筋々
宜敷御達被下候様仕度奉存候、此段御内々相願候儀ニ御座候、以上、
　　未二月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木作右衛門
　これは、石本家文書に含まれる文書の一つだが、長崎会所およびその関係者に向けて記された内容と
見受けられる。ここでは、勝三郎の父勝之丞が、①牛深の難船に関して諸入用の立て替えをしている、
②本人が自ら現場の詰会所に赴き米銀などを拠出している、③長崎会所へ自ら出向いて出願をしたいと
の希望がある、などが述べられている。高木は、前述の勝三郎が認めた「長崎会所からの銀130貫目下げ
渡し」には触れていないが、出崎（長崎出張）をしたいとする石本勝之丞の狙いはそこにあっただろう。
　石本勝之丞・勝三郎父子がこの難船救出作業に尽力したことについては改めて後述するが、高木が記
すように石本父子は居所である御領村よりはるか遠くの牛深に出向いて、文字通りの陣頭指揮をしてい
た。石本家は廻船、酒造、金融などで多角経営を展開しており、幕府や諸大名家との取引関係も濃厚で、
全国的に商業活動を繰り広げていた。牛深との関わりでいえば、明和年間（1764～72）に当地で鉄を購
入していることなどが挙げられ、自家の経営においても少なからぬ所縁があった16）。堺糸荷廻船で作業へ
の協力に応じた七福丸は、報酬となる運賃として金10両を受け取っているが、その受領証の宛て先には、
船問屋天草屋善次郎と並んで石元（本）勝之丞の名前があった17）。作業の運転資金に関わる実務は、石本
家などを中心とする天草島内の有力者たちが担っていたことが示唆される。
　地域有力者たちの活動ぶりに続き、長崎代官所配下の役人たちの動きにも注目してみよう。
表 4　文政 5年12月11日～同 6年 3月 4日の御用船・水夫雇賃など諸経費
担当役人 項　　　　目 詳　　　　　　　細 入用銭
津田半助
渡海船 1艘（ 5人乗） 茂木→富岡 2貫500文
人足 3人（山駕籠 1挺・両懸 1荷）富岡→牛深（ 1人364文） 1貫092文
賄人数39人
12/11～23日数13日分上下 3人
（ 1日 1人220文）
8貫580文
津田小計 12貫172文
吉村晨右衛門・牧宗四郎
渡海船 1艘 茂木→富岡 2貫500文
人足 6人（山駕籠 2挺・両懸 2荷）富岡→牛深（ 1人364文） 2貫184文
賄人数373人 12/11～ 3 / 4 日数82日分（ 1日 1人220文） 82貫060文
御用船・通ひ船164艘
12/11～ 3 / 4 日数82日分
（ 1日 1艘につき 1人当たり225文）
36貫900文
15） 石本家文書1484「書状」。
16） 前掲注 4）楠本論文、山下和秀「近世後期の九州における山陰産和鉄の流通」（島根県古代文化センター『山陰にお
けるたたら製鉄の比較研究』2011年）。
17） 石本家文書1459「〔覚〕」。
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水夫738人
12/11～ 3 / 4 日数82日分
（ 1日 9人ずつ、 1人あたり 1日150文）
110貫700文
唐人付送り御用船42艘
1 / 6 ～ 2 /25
（沖乗賃 1艘につき 1人あたり400文）
16貫800文
水夫546人
唐人付送り御用船42艘分 1日13人乗
（沖乗 1日 1人につき150文）
81貫900文
吉村・牧小計 333貫044文
木原甚三郎
御用船80艘
12/13～ 3 / 4 日数80日分 1艘ずつ
（ 1日 1艘につき 1人あたり225文）
18貫文
水夫307人 御用船80艘分（ 1日 1人につき150文） 46貫050文
賄人数197人 12/13～ 3 / 4 日数80日分（ 1日 1人220文） 43貫340文
木原小計 107貫390文
総計
渡海船 2艘
人足 9人
御用船・通ひ船286艘 うち244艘は黒嶋行、42艘は長崎行
水夫1591人 うち1045人は黒嶋行、546人は長崎行
賄人数639人
出典）石本家文書1441「御用船并水夫雇賃賄料書付」
　津田・吉村・牧・木原の 4名は、代官所の役人であり、事故発生直後の12月11日から翌年 3月までこ
の処理の担当をしていたと思われる。表 4は、その期間中に彼らが御用船・渡海船・通ひ船と称される
船舶の運賃や水夫・人足の賃銭を計算した記録をもとに作成した。富岡は、かつて天草代官所があった
ところで、その後長崎代官所や日田代官所（現・大分県日田市）支配となった時期には、富岡陣屋とし
て代官所の出張所的役割を持ち、ここには手代が数名駐在している。幕府代官所支配系統からして、長
崎と牛深をつなぐ回路として富岡が重要な拠点となるわけである。
　この表 4から代官所役人の仕事ぶりを観察したい。まず、津田は長崎側の茂木（現・長崎市）から富
岡に渡海船で移動し、そこから陸路にて牛深入りしたようである。天草に滞在したのは、10日余りであ
り、事件の初期段階における確認・実見を行う役回りであったことが推察できる。次いで登場する吉村
と牧は、この 4名のなかで具体的な作業を明らかにする行動をみせている。両名は、津田と同じ経路で
牛深に向かい、現地にて実質的な差配を実行した。それを裏付けるように、多くの御用船や通ひ船を使
用し、牛深と富岡、さらには長崎との連絡を担っていたようである。また年明けからは、難船の乗組員
たちを長崎へ移送する「唐人付送り御用船」の手配も彼らが指揮した。ここまでの 3名は、いずれも普
段は長崎代官所で執務についている役人であろう。それに対して木原は、長崎や牛深への移動経費が記
されていない。つまり、木原は富岡駐在の役人であり、事件についても牛深を訪れることはなく、富岡
にいて長崎と牛深の情報伝達などに従事していたと考えられよう。さきに述べたように、天草の日常的
な代官所業務は富岡駐在役人数名が司っていたが、このような緊急時には長崎から担当の役人たちが天
草に入り、実務を行っていたことが理解できる。
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4 　唐船の長崎挽き送りとその後
　牛深における救出とその処理には、数ヵ月の時間が必要であったが、文政 6年 2月にはおおよその目
処がつき、引き揚げた唐船を長崎へ移送する計画が立案された。その計画書18）ではその詳細が明記され
ている。唐船には御用旗・高張提灯などが掲げられ、その左右には「釣船」として、大徳丸（400石積）
と福寿丸（500石積）が添えられ、唐船の様子を見守りながら長崎へ向かう。その他、同行する船は大小
100艘以上であり、神栄丸（850石積）には「公司唐人」の 6名、七福丸（700石積）・富吉丸（650石積）・
久寿丸（650石積）にもそれぞれ唐人10名ほどが乗ることになった。差配役として天草郡赤崎村庄屋北野
喜十郎、高浜村庄屋上田順市郎が就き、代官所からも吉村晨右衛門と牧宗四郎のほか手代（雇手代を含
む）、足軽が同行する。加えて、唐人の乗船する 4艘には天草の遠見番、唐通事（崎津附通事玉木市助の
ほか、長崎唐通事の王伝十郎・呉恵三治・陸市十郎）も同乗した。
　唐船や同行する船舶とともに、引き揚げられた唐船の積荷も長崎へ送られた。
表 5　牛深漂着船積荷の詳細
商　　品　　名 数　量 商　　品　　名 数　量
色大羅紗 47反（11箱） 蒼求 6450斤
色すためん（羊毛） 15反 磨黄 4750斤
紅へるへとらん（ベルベット） 40反（ 8箱） 黄岑 13700斤
花色へるへとらん 20反（ 4箱） 延胡さく 2470斤
色呉路服連（ふくりん） 10反（ 2箱） 太楓子 7770斤
絹中 320反 太服皮 2060斤
色同（絹中） 100反 益智 2100斤
繻子 46反 巴豆 8150斤
黒紗綾 10反 肉桂 840斤
紅ちりめん 30反 桂枝 830斤
四反続とろめん（綿花） 100反 おんし 230斤
毛氈 2400枚 全蝎 97斤
色同（毛氈） 900枚 蜜蒙花 730斤
鼈甲 552斤 枳実 3400斤
爪 665斤 紅樹皮 13000斤
厚朴 200斤 氷砂糖 39400斤
広東人参 500斤 白砂糖 18000斤
唐紙 400束 壱番同（砂糖） 6700斤
象牙 1507斤 並同（砂糖） 60000斤
沈香 960斤 白糸 960斤
紫檀 13270斤 新織巾広 大白縮緬 100反
蘓木 94340斤 金銀 2桁
叭多木 6500斤 伽羅 6貫匁
釷＊<金へんに丹> 49030斤 同（伽羅） 150斤
辰砂 300斤 枝花 4000斤
石かう 10000斤 攀（パンヤ） ―
甘草 9680斤 太楓子 30丸
大黄 11000斤 麝香 70斤
出典）石本家文書1453「天草漂流唐船荷物」
18） 石本家文書1462「長崎江唐船挽送取斗大意」。
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　この表には引き揚げられた品物しか掲載されていないので、その他にも多くの中国産品が積荷として
あったと考えられる。この特徴としては、やはり中国から日本へ輸出される代表的な織物・薬種・砂糖
などが列挙されていることであろう。
　唐船の長崎到着後、文政 6年 7月に今回の唐船救出作業に携わった人々への褒美が長崎奉行所より下
付された。
【史料 7】19）
（箱書）文政六年未七月於長崎御代官御直達
　　 長崎御奉行所御達書
（包紙）文政六年未七月廿五日被仰渡
　 　　高橋越前守様御在勤中
　　 　　唐船方ニ付長崎従御奉行所御褒美被下置候被仰渡書
（ 1）
　銀拾枚　　　　　松坂屋勝之丞
　　　　　　　　　同　　勝三郎
右両人儀、去十二月於天草唐船難船いたし候節、濡荷物取揚方并唐船浮方等ニ付多分之雑費相懸候処、
右入用銀其度々速ニ調達いたし無差支用弁いたし候条、寄特之事ニ候、依之為手当為取之候間、其段可
被申渡候、
右之通御達ニ付可得其意候、
　　未七月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※ 2は省略）
　この文書は、包紙に含まれる 2枚から成っており、右の（ 1）には石本父子に対するもの、（ 2）には
その他の功労者たちに宛てられたもので構成されている。このことからも石本家が今回の作業で格別に
尽力した様相が窺い知れよう。また（ 2）では、大矢野組大庄屋の吉田長平が長崎に召し出され、石本
父子以外の功労者全員の褒美を受け取ったとしている。この内訳は、牛深を管轄する久玉組大庄屋中原
才助、崎津附通詞玉木市助、高浜・魚貫・深海などの近隣村落の庄屋 6名、牛深・魚貫・富岡・崎津の
遠見番（および見習） 5名に金200疋ずつ、大江などの遠見番（および見習） 4名、崎津の山方役 1名、
志柿・小嶋子などの庄屋 7名に金100疋ずつ、吉田長平など天草郡の他組大庄屋 9名に銀 3枚ずつ、牛深
村庄屋長岡嬉七郎に銀 2枚、同村年寄 3名に銭 3貫文ずつ、以下牛深村百姓19名にも銭で褒美を遣わし
ている。金額の差はあれど、いずれも現地牛深にて尽力をした功績を称えたもので、天草の人々がこの
一件で懸命に働いたことを物語る。
　一方、唐船救出の諸入用については、文政 8年末に至ってようやく決算が終わった。同年12月付け20）、
および翌年正月付け21）の史料によると、次のような状況が伝えられる。唐船の作業にかかった経費の総
19） 石本家文書7505-1「文政六年未七月廿五日被仰渡高橋越前守様在勤中唐船方ニ付長崎従御奉行所御褒美被下置候被
仰渡書」、同7505-2「〔達〕」。
20） 石本家文書17853「覚」。
21） 石本家文書1464「難破唐船銀郡中請取書」。
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額は、銀603貫891匁余りであった。仮に、金 1両＝銀60匁換算ならば、 1万両を超える膨大な数字であ
る。この費用は幕府が全額負担するのであるが、一定期間は石本家、牛深村、天草郡村々で立て替えを
しながら運用していた。一時的に石本家は銀235貫余り（金換算では約4000両）を貸し付けた形になる。
この入用銀の決算は郡中村々、具体的には各組の大庄屋（10名）が中心となって行われたが、事故発生
から 3年を経たこの時期になってようやく帳簿の処理が済んだとされる。ただし、実際の入金（天草へ
の残銀支払い）はこのときに終了しておらず、残銀49貫目余りは「長崎表より出方次第」にて村々が対
応することになったようである。
おわりに
　以上、石本家文書に残された文政 5年12月の唐船漂着一件関係書類を中心に分析を行った。事故発生
時の状況から、諸入用の決算が仕上がるまでの 3年間の流れをいくつか重要な点を中心に述べてきた。
ひとつの課題であった異国船打払令前後の個別事例を把握し、当該期の日本がどのような対応をしたの
かを明らかにできたように感じている。
　本稿における最大の目的として掲げた天草諸島の地域的状況については、以下のように整理できるだ
ろう。まず、地域内にかかる特質は、大庄屋や庄屋といった行政機構に組織されている人々、および石
本家のような地域有力者による連携ぶりが明らかになった点である。もちろん唐船漂着であるから、地
域の問題というより対外関係の領域に含まれる案件だが、牛深という一地区に起こった事件に天草郡を
挙げて取り組んでいる姿勢が看取できた。とくに天草きっての豪商だった石本家は、正式な行政機構の
リーダーではなかったが、資金面、そして自ら現地での積極的な行動が興味深い。大庄屋連中をはじめ
として天草においての一大事には石本家を抜きにして動けないという意識があったのだろうか。幕府や
諸大名との取引関係を緊密にしている石本勝之丞は、この一件が終わってからの天保 5年（1834）幕府
勘定所御用達に任命された。これまでの石本家の経営に関する研究では、ここで考察したなかでも明ら
かである富裕ぶりに注目が集まってきたように思われるが、その経済的優位性とともに地域における積
極的な活動も重要な論点になり得るだろう。また、彼ら地域有力者層の活動に付随して、長崎代官所に
よる天草支配の一端も見出すことができた。このような事件に対しての長崎からの役人派遣や、現地と
の連絡など、わずかな事例ではあるが、当地の行政組織の内実も大きな論点のひとつだろう。
　唐船救出作業における大船手配の実態によって、天草と他地域との関係も理解できた。当地が日本屈
指の貿易港であった長崎に近いこともあるが、天草を取り巻く西海地域には全国から多くの廻船が出入
りしていた。長崎や佐賀などの主要な湊への碇泊から牛深へ向かった船々とともに、牛深湊との関係に
よって作業を請け負った船も存在していた。これは、天草が「海で生計を立てる」地域であった証でも
ある。
　天草および西海地域の持つ経済的諸関係を読み解くことは、日本経済史、あるいはアジア経済史を的
確に捉えるために必要な作業だと改めて気付かされた。このような構成要素から、経済史的にみた天草
地域の印象をもう一度再考すべきであろう。
